
7 月 27 日の奨励要旨
「おそれから解放される」

（使徒言行録１９：１１〜２０）
　スケワの 7 人の息子たちは、病人を癒やしたり、
悪霊を追い出すことを生業としていたが、病いの癒
やしや悪霊の追い出しに成功することは少なかった
ようだ。彼らは、自分たちの無力さを感じながら、「や
れることはやった。それでも奇跡が起こらないのは
我々の責任ではなく、神の責任だ」と自分に言い聞か
せながら日々を過ごしていたと思われる。そんな彼ら
は、目覚ましい活躍をするパウロを見て、自分たちも
あのように活躍したいと思ったのであろう。パウロ
を真似て、主イエス・キリストの名を唱えて、悪霊
を追い出そうと試みた。しかし、彼らの企ては失敗し、
悪霊から「イエスのことは知っている。パウロのこと
もよく知っている。だが、いったいお前たちは何者だ」
と言われ、酷い目に遭わされてしまう（16 節）。
　このことがエフェソの人々に知れ渡ると、主イエ
スの名は大いにあがめられるようになり（17 節）、多
くの魔術師が、魔術について記された秘伝の書（4 〜
5 億円相当）を焼き捨てたという（19 節）。エフェソ
では非常に魔術が盛んであったようだが、今日の我々
の周りにも、占いやまじない、オカルトに興味津々
の人は大勢いる。何か悪いことが続くと、お祓いを
受けてみたり、交通事故に遭ったり、病気にならな
いようにとお守りやお札を買う人は後を絶たない。
　エフェソの魔術師たちは、何故魔術の本を手放す
ことができたのだろう？ それは、彼らが、神を知っ
て、もはや魔術が必要ないことを悟ったからにほか
ならない。彼らは、自分たちの命をつかんでいるのは、
運命や因縁といった訳の分からない力ではなく、造
り主である神であること、その神は独り子を与える
ほどに自分たちのことを愛してくださっていること
を悟り、おそれから解放されて行ったのだ。
　我々も、「魔術の本」（不安に怯えて闇雲にこの世の
もの）に縋るのではなく、独り子をお与えになるほど
に我々のことを愛してくださっている神こそが、我々
の人生のすべてをしっかりとつかんでくださってい
ることを固く信じて、おそれから解放されつつ、こ
の世の日々を力強く歩んで行こう。
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	 　　　（マタイによる福音書 13 章 23 節）

　

どなたにも開かれている定期集会
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礼拝式順序
（聖霊降臨節第 11 主日）

			   　　司式者　井 殿 　 準
			   　　奏楽者　岡 野 和 美

前　　奏				     奏 楽 者
招　　詞　詩編 29：1 〜 2		   司 式 者
讃 美 歌　１６「われらの主こそは」	  一 　 同
聖　　書　			   	  司 式 者
　　　　　使徒言行録９：２６〜３１（新 P. 231）
使徒信条　（９３－４－Ａ）		   一 　 同
祈　　祷				     司 式 者
讃 美 歌　１４９「わがたまたたえよ」	  一 　 同
説　　教　「やり直しができる場所」	  司 式 者
祈　　祷				     　 〃
讃 美 歌　４５１「くすしきみ恵み」	  一 　 同
献　　金　				     　 〃
主の祈り　（９３－５－Ａ）		   　 〃
頌　　栄　２７「父・子・聖霊の」		  　 〃
祝　　祷				     司 式 者
答　　唱　４０－６「アーメン」	 	  一 　 同
〜「主の平和を」と、祈りを込めて隣席の方々と挨拶を交わしましょう〜

報　　告				     司 式 者
讃 美 歌　９２「主よ、わたしたちの主よ」	  一 　 同

・当教会では讃美歌 21 と新共同訳聖書を使用しています。
　お持ちでない方は受付に常備されているものをご使用
　ください。
・立ち座りのご不自由な方はどうぞ着席のままお臨みく
　ださい。
・ＦＭ電波による補聴器が用意されています。受付に常
　備してありますのでご利用ください。
・マスクの着用は個人の判断にお任せいたします。ご心配
　な方はマスクを着用してください。


